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一
九
九
四
年
、
上
海
博
物
館
は
香
港
の
文
物
市
場
に
流
出
し
た

―
二

0
0
枚
余
り
の
戦
国
楚
簡
を
購
入
し
た
。
こ
の
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
（
以
下
、
上
博
楚
簡
と
略
記
）
は
盗
掘
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
出
土
時
期
や
出
土
地
な
ど
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
一
年
十
一
月
）
の
「
前
言
：
戦
国
楚
竹

書
的
発
現
保
護
和
整
理
」
に
よ
れ
ば
、
出
土
地
に
つ
い
て
は
、
湖

北
省
か
ら
の
出
土
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
流
出
し
た
時
期

が
郭
店
一
号
楚
墓
の
盗
掘
時
期
と
接
近
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郭

店
墓
地
出
土
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
と
い
う
。

ま
た
竹
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
「
上
海
博
物
館
竹
簡
様
品
的
測
量

証
明
」
と
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
の
分
析
に
よ
っ
て
、

戦
国
後
期
と
い
う
測
定
結
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
竹
簡
の
内
容
や

字
体
の
検
討
、
郭
店
楚
簡
と
の
比
較
な
ど
を
総
合
し
て
、
楚
が
郡

か
ら
都
を
遷
す
前
二
七
八
年
以
前
の
貴
族
の
に
副
葬
さ
れ
て
い

序

=
[
 

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
（
注
1
)
0

現
在
ま
で
に
全
六
冊
か
ら
な
る
上
博
楚
簡
の
正
式
な
報
告
書
の

う
ち
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
と
『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
二
年
十
二
月
）

と
の
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
に
は
『
孔
子
詩
論
』
『
絆

衣
』
『
性
情
論
』
、
第
二
冊
に
は
『
民
之
父
母
』
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大

旱
』
『
従
政
（
甲
篇
・
乙
篇
）
』
『
昔
者
君
老
』
『
容
成
氏
』
の
全
竹

簡
の
図
版
・
釈
文
考
釈
が
収
録
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
上
博
楚

簡
の
本
格
的
な
研
究
が
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
一
冊
所
収
の
『
孔
子
詩
論
』
と
第
二
冊
所
収
の
『
子

恙
』
『
魯
邦
大
旱
』
と
は
、
竹
簡
の
形
制
や
字
体
の
合
致
か
ら
同
一

の
冊
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
す

で
に
馬
承
源
氏
が
『
孔
子
詩
論
』
釈
文
考
釈
の
な
か
で
言
及
し
て

い
た
が
、
昨
年
末
に
よ
う
や
く
第
二
冊
が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
は

じ
め
て
三
篇
を
総
合
し
た
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
小
論
で
は
こ

う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
三
篇
の
う
ち
の
『
子
恙
』
を
中
心
に
再

検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
全
体
の
構
成
や
冊
書
と
し
て
の
性
格

『
子
恙
』

の
再
検
討

福

田

哲

之
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上
博
楚
簡
『
子
恙
』
の
竹
簡
は
現
存
十
四
枚
、
現
存
字
数
は
三

九
五
字
、
第
五
簡
の
背
面
に
篇
題
と
見
ら
れ
る
「
子
恙
」
の
二
字

が
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
は
す
べ
て
残
簡
で
あ
り
、
鋏
失
し
た
簡

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
見
ら
れ
、
内
容
を
十
分
に
把
握
し
難

い
点
が
多
い
。
こ
こ
で
以
下
の
行
論
の
前
提
と
し
て
、
馬
承
源
『
子

恙
』
釈
文
考
釈
に
も
と
づ
く
訓
読
を
掲
げ
る
（
注
2
)
0

…
…
以
て
有
虞
氏
の
楽
正
の
｛
占
（
艘
）
は
、
奔
の
子
な
り
。

子
恙
日
く
、
何
の
故
に
以
て
帝
為
る
を
得
る
や
と
。
孔
子
日

む

か

し

も

つ

お

く
、
昔
者
而
て
世
を
歿
う
る
や
、
善
と
善
と
相
受
く
る
な
り
。

古
は
能
＜
天
下
を
治
め
、
万
邦
を
平
ら
ぐ
る
に
、
少
•
大
・

肥
．
碗
有
る
こ
と
無
か
ら
し
め
、
皆
…
し
む
。
【
第
一
簡
】

…
…
か
。
伊
党
の
徳
は
則
ち
甚
だ
温
な
る
か
。
孔
子
日
く
、

っ
と

鈴
よ
、
舜
は
童
土
の
田
に
練
む
れ
ば
、
則
ち
【
第
二
簡
】

…
…
の
童
土
の
黎
民
な
り
。
孔
子
日
く
、
…
…
【
第
三
簡
】

な
ど
に
つ
い
て
も
若
干
の
論
及
を
試
み
て
み
た
い
。

吾
聞
く
、
夫
れ
舜
の
其
の
幼
き
や
、
毎
ご
と
に
口
を
以
て
其

の
言
を
寺
…
…
【
第
四
簡
】

つ
ね

…
…
或
に
度
を
以
て
遠
し
。
党
の
舜
を
取
る
や
、
諸
を
草
茅

よ

か

た

の
中
従
り
し
、
之
と
礼
を
言
ら
ば
、
悦
び
て
口
…
…
【
第
五

簡
】
（
背
面
「
子
羊
~
」
）

其
の
社
稜
•
百
姓
を
得
て
奉
じ
て
之
を
守
る
。
発
は
舜
の
徳

の
賢
な
る
を
見
る
。
故
に
之
に
譲
る
。
子
無
日
く
、
発
の
舜

を
得
る
や
、
舜
の
徳
は
則
ち
誠
に
善
…
…
【
第
六
簡
】

亦
た
組
す
。
先
王
の
遊
ぶ
や
、
道
の
奉
兜
皿
せ
ざ
れ
ば
、
王
も

則
ち
亦
た
大
禎
せ
ず
。
孔
子
日
く
、
舜
は
其
れ
受
命
の
民
と

謂
う
べ
し
。
舜
は
、
人
の
子
な
り
。
…
…
【
第
七
簡
】

…
…
翠
而
し
て
和
す
。
故
に
夫
の
舜
の
徳
は
其
れ
誠
に
賢ょ

な
り
。
諸
を
吠
畝
の
中
に
播
き
、
而
し
て
君
を
し
て
天
下
而

ぁ

＜
倫
げ
し
む
。
子
恙
日
く
、
舜
の
如
き
は
今
の
世
に
在
り
て

は
則
ち
何
若
。
孔
子
日
く
【
第
八
簡
】

お
こ

子
恙
、
孔
子
に
問
い
て
日
く
、
三
王
者
の
作
れ
る
や
、
皆
人

の
子
な
り
。
而
し
て
其
の
父
は
賤
し
く
し
て
倫
げ
る
に
足
ら
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□
三
天
子
之
に
事
う
。

ざ
る
か
。
鼓
も
亦
た
天
子
と
成
る
か
。
孔
子
日
く
、
善
き
か

ひ
さ

な
、
爾
の
之
を
問
え
る
や
旧
し
。
其
莫
…
…
【
第
九
簡
】

…
…
妊
み
て
背
を
劃
き
て
生
じ
、
生
ず
る
や
而
ち
能
く
言
う

は
、
是
れ
萬
な
り
。
契
の
母
は
、
有
賊
氏
の
女
…
…
【
第
十

簡】…
…
な
り
。
伊
を
観
て
之
を
命
A

参
に
得
る
な
り
。
瑶
台

く
わ

の
上
に
遊
ぶ
に
、
鶉
の
卵
を
街
う
る
有
り
て
、
諸
を
其
の
前

に
錯
く
。
取
り
て
之
を
呑
め
ば
、
命
A

【
第
十
一
簡
】

…
…
欽
、
是
れ
契
な
り
。
后
稜
の
母
は
、
有
部
氏
の
女
な
り
。

串
咎
の
内
に
遊
び
、
終
に
芙
孜
を
見
て
之
を
薦
む
。
乃
ち
人

の
武
を
見
る
。
履
み
て
以
て
祈
祷
し
て
日
く
、
帝
の
武
尚
わ

く
は
…
せ
し
め
【
第
十
二
簡
】

…
…
是
れ
后
稜
の
母
な
り
。
三
王
者
の
作
る
や
是
の
如
し
。

子
恙
日
く
、
然
ら
ば
則
ち
三
王
者
は
執
れ
か
…
と
為
す
…
…

【
第
十
三
簡
】

（
白
簡
）
…
…
【
第
十
四
簡
】

『
子
恙
』
の
内
容
•
構
成
に
つ
い
て
、
馬
承
源
『
子
羊
~
』
釈
文

考
釈
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

簡
文
記
述
孔
子
答
子
恙
所
問
発
・
舜
和
萬
•
契
和
后
稜
之
事
、

内
容
分
雨
段
、
一
為
発
・
舜
、
一
為
萬
•
契
．
后
稜
等
参
王
、

雨
段
之
間
相
連
的
文
字
已
鋏
失
、
但
為
同
一
人
手
述
、
形
腫

和
上
博
竹
書
《
魯
邦
大
旱
》
．
《
孔
子
詩
論
》
完
全
相
同
。
本

篇
最
後
文
字
内
容
是
「
参
天
子
」
、
並
有
墨
節
、
其
下
有
相
営

於
十
三
或
十
四
個
字
的
空
白
段
、
説
明
有
闊
参
王
内
容
的
簡

應
列
於
後
段
、
有
闊
発
舜
的
内
容
列
於
前
段
、
墨
節
是
篇
末

結
束
記
琥
。

す
な
わ
ち
馬
承
源
氏
は
、
『
子
恙
』
の
内
容
は
孔
子
と
子
恙
に
よ

る
発
舜
に
関
す
る
問
答
と
萬
•
契
．
后
稜
の
三
王
に
関
す
る
問
答

と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
両
者
の
間
を
連
結
す
る
文
字
は
す

で
に
鋏
失
し
た
と
し
、
最
後
の
第
十
四
簡
が
「
三
天
子
」
の
内
容

を
も
ち
、
墨
節
が
付
さ
れ
て
そ
の
後
が
白
簡
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
三
王
の
内
容
が
後
段
、
発
舜
の
内
容
が
前
段
に
配
置
さ
れ
、

墨
節
は
篇
末
を
示
す
記
号
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
[
図

1
r

(84) 



三
王
部
分

次
章
で
は
こ
の
見
解
を
も
と
に
、

つ
い
て
再
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

発
舜
部
分

[
図
1
]

【
第
一
簡
】

【
第
二
簡
】

【
第
三
簡
】

【
第
四
簡
】

【
第
五
簡
】
（
背
面
「
子
羊
~
」
）

【
第
六
簡
】

【
第
七
簡
】

【
第
八
簡
】

~
（
連
結
簡
跛
失
）

【
第
九
簡
】

【
第
十
簡
】

【
第
十
一
簡
】

【
第
十
二
簡
】

【
第
十
三
簡
】

【
第
十
四
簡
】

あ
ら
た
め
て
各
簡
の
内
容
に

（
墨
節
）

『
子
恙
』
十
四
簡
の
う
ち
、
ま
ず
発
舜
部
分
の
第
一
簡
を
除
く

七
簡
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
二
簡
•
第
四
簡
•
第
五
簡
•
第
六
簡
．

第
七
簡
•
第
八
簡
に
は
す
べ
て
「
発
」
「
舜
」
あ
る
い
は
「
舜
」
の

文
字
が
見
え
、
各
簡
の
内
容
か
ら
も
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
と
い
う

主
題
に
関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
発
」
「
舜
」
あ
る
い
は

「
舜
」
の
文
字
が
見
え
な
い
第
三
簡
に
つ
い
て
も
、
「
童
土
の
黎
民

な
り
」
と
い
う
語
が
第
二
簡
の
「
舜
は
童
土
の
田
に
株
む
れ
ば
」

の
部
分
と
密
接
な
関
連
を
有
し
、
発
舜
部
分
の
簡
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

一
方
、
三
王
に
関
わ
る
六
簡
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
九
簡
に
は

「
三
王
者
」
「
天
子
」
、
第
十
簡
に
は
「
萬
」
「
契
」
、
第
十
二
簡
に

は
「
契
」
「
后
稜
」
、
第
十
三
簡
に
は
「
后
稜
」
「
三
王
者
」
、
第
十

四
簡
に
は
「
三
天
子
」
と
相
互
に
共
通
す
る
語
が
見
え
る
。
ま
た

内
容
面
か
ら
も
、
第
九
簡
に
は
三
王
者
の
父
親
に
関
す
る
子
恙
の

問
い
、
第
十
簡
、
第
十
一
簡
、
第
十
二
簡
、
第
十
三
簡
に
は
三
王

者
の
母
親
と
出
産
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
三
王
者
の

誕
生
と
い
う
主
題
に
関
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
留
保
し
て
い
た
第
一
簡
に
つ
い
て
見
て
み

よ
う
。第

一
簡
は
上
端
が
残
映
し
、

後
続
も
不
明
で
あ
る
た
め
内
容
を

(85) 



十
分
に
把
握
し
難
い
が
、
初
め
の
部
分
は
、
「
有
虞
氏
」
の
楽
正
で

あ
っ
た
宙
（
襲
）
が
、
奔
の
子
で
あ
る
と
の
記
述
が
見
え
、
そ
の

後
に
「
子
恙
日
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は
孔
子
の
答

え
の
末
尾
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
続
い
て
「
ど
の
よ
う
な
理

由
で
帝
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
か
」
と
の
子
恙
の
問
い
が

あ
り
、
「
昔
は
統
治
者
が
没
す
る
と
、
善
と
善
と
に
よ
る
交
代
、
す

な
わ
ち
禅
譲
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
、
よ
く
天
下
が
治
ま
り
、
万

国
が
領
地
の
大
小
・
肥
痩
の
別
な
く
、
…
さ
れ
た
」
と
孔
子
の
答

え
が
記
さ
れ
て
い
る
。

馬
承
源
氏
が
こ
の
第
一
簡
を
発
舜
部
分
と
見
な
し
た
理
由
は
、

ぉ

舜
に
該
当
す
る
「
有
虞
氏
」
の
語
と
「
昔
は
而
て
世
を
歿
う
る
や
、

善
と
善
と
相
受
く
る
な
り
」
と
い
う
禅
譲
に
関
す
る
記
述
と
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

•
発
舜
部
分
の
他
の
竹
簡
に
見
え
る
表
記
は
す
べ
て
「
舜
」
で

あ
る
の
に
対
し
、
第
一
簡
の
み
が
「
有
虞
氏
」
と
表
記
さ
れ
、

し
か
も
有
虞
氏
の
楽
正
で
あ
っ
た
宙
（
襲
）
の
出
自
に
重
点

が
お
か
れ
て
い
る
。

・
党
舜
部
分
の
他
の
竹
簡
は
す
べ
て
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
、
と

く
に
な
ぜ
舜
に
禅
譲
さ
れ
た
か
が
中
心
的
な
主
題
で
あ
る
の

に
対
し
、
第
一
簡
の
記
述
は
禅
譲
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説

明
と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
と
限
定

的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
逆
に
第
一
簡
に
は
、

・
｛
占
（
襲
）
は
萬
•
契
・
后
稜
と
同
様
、
有
虞
氏
に
仕
え
た
臣

下
で
あ
る
。

•
相
互
の
関
連
は
不
明
な
が
ら
、
宮
（
襲
）
に
つ
い
て
も
萬
．

契
．
后
稜
と
同
様
、
出
自
に
関
わ
る
言
及
が
見
え
る
。

な
ど
、
三
王
部
分
と
の
間
に
顕
著
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
第
一
簡
は
党
舜
部
分
で
は
な
く
三
王
部
分
に
属
す
る
簡
と

見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
意
を
要
す
る
の
は
、
『
子
羊
~
』
に
分
類
さ

れ
た
十
四
枚
の
竹
簡
は
、
発
舜
関
係
の
簡
と
三
王
関
係
の
簡
と
に

明
確
に
二
分
さ
れ
、
両
者
に
ま
た
が
る
よ
う
な
内
容
は
全
く
見
ら

れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鋏
失
し
た
竹
簡
の
中
に

そ
う
し
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
が
、

少
な
く
と
も
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
積
極
的
な
根

拠
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
両
者
の
内
容
上
の
差
異
は
明
瞭
と

言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
子
恙
』
は
孔

子
と
子
恙
に
よ
る
発
舜
に
関
す
る
問
答
と
三
王
に
関
す
る
問
答
と

の
二
つ
の
独
立
し
た
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

次
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
構
成
の
面
か
ら
検
討
を
加
え

て
み
た
い
。
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『
子
恙
』
が
発
舜
部
分
と
三
王
部
分
と
に
独
立
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
各
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
、
冊
書
全
体

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

行
論
の
便
宜
上
、
冊
書
に
お
け
る
順
序
と
は
逆
に
、
ま
ず
三
王

部
分
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
子
恙
』
釈
文
考
釈
が
示
す
通
り
、
そ
の

冒
頭
は
「
子
恙
、
孔
子
に
問
い
て
日
く
、
三
王
者
の
作
れ
る
や
、

皆
人
の
子
な
り
」
で
は
じ
ま
る
第
九
簡
、
末
尾
は
「
…
三
天
子
之

に
事
う
」
で
終
わ
っ
て
墨
節
が
付
さ
れ
、
そ
れ
以
後
が
白
簡
と
な

る
第
十
四
簡
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

篇
や
章
の
第
一
簡
冒
頭
部
分
に
は
圏
点
な
ど
の
符
号
が
付
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
、
第
九
簡
上
端
に
そ
う
し
た
符
号
が
見
え
な
い
点

を
も
っ
て
、
前
段
に
位
置
し
た
党
舜
部
分
と
連
続
し
て
い
た
と
解

釈
す
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

『
魯
邦
大
旱
』
の
冒
頭
と
見
な
さ
れ
る
第
一
簡
「
魯
邦
大
旱
す
。

哀
公
孔
子
に
謂
う
…
」
の
上
端
部
分
に
も
記
号
な
ど
は
全
く
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
篇
・
章
の
末
尾
に
墨
節
を
付
し
て
、

冒
頭
部
に
は
符
号
を
付
け
な
い
形
式
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
前
章
の
検
討
に
よ
り
新
た
に
三
王
部
分
に
加
わ
っ
た
第

一
簡
に
つ
い
て
は
、
内
容
か
ら
見
て
、
三
王
の
出
生
に
関
わ
る
一

連
の
記
述
が
始
ま
る
第
十
簡
の
前
に
配
置
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
発
舜
部
分
の
検
討
に
移
ろ
う
。
上
述
の
ご
と

く
、
背
面
に
「
子
恙
」
の
篇
題
を
も
つ
第
五
簡
が
莞
舜
部
分
に
属

し
、
通
常
、
篇
題
は
冊
書
の
先
頭
か
そ
れ
に
近
い
簡
の
背
面
に
記

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
党
舜
部
分
は
冊
書
全
体
の
先
頭
に
位
置
し
た

と
見
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
子
恙
と
孔
子
と
の
問
答
が
一
定
の

展
開
を
見
た
後
に
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
の
話
題
が
出
さ
れ
た
と
い

う
状
況
は
想
定
し
得
ず
、
冊
書
の
冒
頭
、
す
な
わ
ち
党
舜
部
分
の

冒
頭
に
は
、
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
に
関
す
る
子
恙
の
問
い
を
記
し

た
簡
が
存
在
し
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
現
存
の
簡
の
中
に

そ
れ
が
見
え
な
い
の
は
、
映
失
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

莞
舜
部
分
の
末
尾
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
七
簡
に
篇
・
章
の

末
尾
を
示
す
墨
節
は
見
ら
れ
ず
、
内
容
面
か
ら
も
問
答
の
収
束
を

う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
八
簡
の

…
…
翠
而
し
て
和
す
。
故
に
夫
の
舜
の
徳
は
其
れ
誠
に

賢
な
り
。
諸
を
吠
畝
の
中
に
播
き
、
而
し
て
君
を
し
て
天
下

而
＜
倫
げ
し
む
。
子
恙
日
く
、
舜
の
如
き
は
今
の
世
に
在
り

て
は
則
ち
何
若
。
孔
子
日
＜

に
見
え
る
子
恙
の
問
い
と
、
『
孔
子
詩
論
』
第
一
簡
の
墨
節
の
前
に

位
置
す
る
冒
頭
八
字
、

…
…
行
此
者
其
有
不
王
乎
（
注
3
)
0
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と
の
関
連
で
あ
る
。

第
八
簡
後
半
に
見
え
る
「
舜
の
よ
う
な
ひ
と
が
、
今
の
世
の
中

に
い
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
の
子
恙
の
問
い
は
、
そ

の
直
前
の
孔
子
の
発
言
や
発
舜
部
分
の
他
の
簡
を
総
合
す
る
と
、

舜
の
徳
が
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
発
か
ら
禅
譲
さ
れ
た
の

だ
、
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
孔
子
の
話
を
受
け
て
発
せ
ら
れ
た
も
の

と
解
釈
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
答
え
は

当
然
「
今
の
世
に
舜
が
い
れ
ば
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
天
下
を
統

治
し
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
『
孔
子
詩
論
』
第
一
簡
の
墨
節
の
前
に
位
置
す
る
冒
頭
八
字
の

「
…
…
此
を
行
う
者
は
其
れ
王
と
な
ら
ざ
る
こ
と
有
ら
ん
か
」
の

部
分
は
、
鋏
損
を
含
む
も
の
の
、
ま
さ
に
そ
れ
と
符
合
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
党
舜
部
分
の
末
尾
は
、
『
孔
子
詩
論
』

第
一
簡
の
冒
頭
八
字
に
比
定
さ
れ
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
墨
節
は
、

発
舜
部
分
の
末
尾
を
示
す
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
子
羊
~
』
の
一
部
と
さ

れ
て
き
た
発
舜
部
分
と
三
王
部
分
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
墨
節

を
も
ち
、
構
成
の
上
で
も
独
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
、
あ
ら
た
め
て
発
舜
部
分
を
『
発
舜
』
、
三
王
部
分
を
『
三
王
者
』

と
し
て
明
確
に
区
分
し
、
現
存
の
残
簡
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構

成
を
図
示
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
[
図

2
r

『
三
王
者
』

『
発
舜
』

[図
2
]

【
第
二
簡
】

【
第
三
簡
】

【
第
四
簡
】

【
第
五
簡
】
（
背
面
「
子
羊
~
」
）

【
第
六
簡
】

【
第
七
簡
】

【
第
八
簡
】

【
第
一
簡
】

【
第
二
簡
】

【
第
三
簡
】

【
第
九
簡
】

【
第
一
簡
】

【
第
十
簡
】

【
第
十
一
簡
】

【
第
十
二
簡
】

【
第
十
三
簡
】

【
第
十
四
簡
】

（
墨
節
）

（
墨
節
）

______ , I 

『
孔
子
詩
論
』
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『
孔
子
詩
論
』
第
一
簡
の
墨
節
の
前
に
位
置
す
る
冒
頭
八
字
に

つ
い
て
、
馬
承
源
『
孔
子
詩
論
』
釈
文
考
釈
は
、
こ
の
部
分
が
王

道
を
論
じ
た
も
の
で
、
『
子
羊
~
』
や
『
魯
邦
大
旱
』
の
内
容
と
そ
ぐ

わ
ず
、
墨
節
の
後
に
始
ま
る
『
孔
子
詩
論
』
の
「
詩
序
」
と
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
別
の
内
容
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

李
零
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二

O

0
二
年
三
月
）
は
、
『
子
恙
』
の
第
五
簡
の
背
面
に
あ
る
「
子
羊
~
」

の
文
字
を
篇
題
と
見
て
、
全
体
を
《
子
恙
》
篇
（
注
4
)
と
と
ら
え
、

そ
の
内
部
が
『
三
王
之
作
』
『
孔
子
詩
論
』
『
魯
邦
大
旱
』
の
三
部

分
で
構
成
さ
れ
る
と
し
、
『
孔
子
詩
論
』
第
一
簡
の
冒
頭
八
字
は
『
三

王
之
作
』
の
末
尾
に
あ
た
る
と
推
測
し
て
い
る
。

上
述
し
た
筆
者
の
見
解
は
、
馬
承
源
氏
が
除
外
し
た
『
孔
子
詩

論
』
第
一
簡
の
冒
頭
八
字
を
『
三
王
者
』
の
末
尾
と
す
る
点
で
は

李
零
氏
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
が
、
李
零
氏
は
そ
の
接
続
に
つ
い

て
未
だ
具
体
的
に
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
子
恙
』
に
該
当
す

る
十
四
簡
を
『
孔
子
詩
論
』
の
第
一
簡
（
八
字
）
と
あ
わ
せ
て
『
三

王
之
作
』
と
し
て
一
括
す
る
点
で
は
、
李
零
氏
の
見
解
は
む
し
ろ

馬
承
源
氏
に
近
く
、
『
三
王
之
作
』
の
十
五
簡
を
『
発
舜
』
の
八
簡

と
『
三
王
者
』
の
七
簡
と
に
区
分
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
・

構
成
の
両
面
に
お
い
て
独
立
し
て
い
た
と
す
る
筆
者
の
見
解
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

本
章
の
最
後
に
、
《
子
羊
~
》
篇
の
全
体
構
成
を
あ
ら
た
め
て
ま
と

小
論
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
《
子
羊
~
》
篇
は
『
発
舜
』
『
孔
子
詩
論
』

『
魯
邦
大
旱
』
『
三
王
者
』
な
ど
の
複
数
の
内
容
で
構
成
さ
れ
た
冊

書
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
冊
書
の
全
体

を
第
五
簡
の
背
面
に
見
え
る
「
子
恙
」
の
二
字
を
も
と
に
《
子
恙
》

篇
と
称
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
篇
の
全
体
に
子
羊
~

に
関
わ
る
何
ら
か
の
一
貫
し
た
著
作
意
図
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困

結

五
口

g

――ーロ

め
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
《
子
恙
》
篇
全

体
は
少
な
く
と
も
、

・
『
発
舜
』
一
（
墨
節
•
連
続
）
『
孔
子
詩
論
』
（
注

5
)

・
『
魯
邦
大
旱
』
＿
（
墨
節
•
白
簡
）

・
『
三
王
者
』
一
（
墨
節
•
白
簡
）

の
三
つ
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
『
党
舜
』
『
孔
子
詩
論
』
に
つ
い
て
は
、
こ
の
順

で
《
子
恙
》
篇
の
先
頭
に
位
置
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

『
魯
邦
大
旱
』
と
『
三
王
者
』
と
の
順
序
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
『
子
羊
~
』
と
し
て
一

括
さ
れ
て
い
た
『
甕
舜
』
と
『
三
王
者
』
と
は
、
全
体
構
成
の
上

か
ら
も
独
立
し
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ

る。
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(
1
)

「
馬
承
源
先
生
談
上
海
簡
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
上
海

書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三
月
）
に
は
、
ニ
ニ
五
七
土
六
五
年
前

と
い
う
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
の
測
定
値
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
一
九
五

0
年
を
定
点
と
す
る
国
際
基
準
に
し
た
が
え
ば
、
前

三
0
七
士
六
五
年
、
す
な
わ
ち
前
三
七
二
年
か
ら
前
二
四
二
年
と
な

り
、
下
限
は
上
述
の
よ
う
に
秦
の
白
起
が
郡
を
占
領
し
た
前
二
七
八

年
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
年
代
は
前
三
七
二
年
か
ら
前
二

七
八
年
の
間
と
な
る
。

(
2
)
以
下
の
訓
読
は
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
所
収
の
『
子

羊
~
』
図
版
・
釈
文
考
釈
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
通
行
の
文
字
に
改
め

た
。
な
お
、
前
後
の
…
…
は
、
竹
簡
の
上
端
・
下
端
が
残
映
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
。

注

難
で
あ
る
。
こ
の
冊
書
に
「
子
恙
」
と
い
う
篇
題
が
付
さ
れ
た
主

た
る
理
由
は
、
お
そ
ら
く
先
頭
に
位
置
し
た
『
莞
舜
』
の
冒
頭
が

『
三
王
者
』
と
同
様
「
子
恙
、
孔
子
に
問
い
て
日
く
」
と
「
子
羊
~
」

の
二
字
で
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
論

で
指
摘
し
た
内
容
•
構
成
の
特
色
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
《
子
羊
~
》

篇
は
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
に
関
わ
る
儒
家
系
の
雑
纂
と
見
る
の
が

穏
当
な
理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)
引
用
は
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
所
収
の
『
孔
子
詩

論
』
図
版
・
釈
文
考
釈
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
通
行
の
文
字
に
改
め

た。

(
4
)

以
下
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
第
五
簡
背
面
の
「
子
恙
」
の
篇

題
に
も
と
づ
く
冊
書
全
体
の
篇
名
を
指
す
場
合
に
限
り
《
子
羊
~
》
篇

と
表
記
す
る
。

(
5
)
『
魯
邦
大
旱
』
『
三
王
者
』
の
冒
頭
が
い
ず
れ
も
竹
筋
の
先
端
か
ら

開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
孔
子
詩
論
』
最
終
簡
の
末

尾
も
『
魯
邦
大
旱
』
『
三
王
者
』
と
同
様
、
墨
節
•
白
簡
形
式
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
映
失
し
た
部
分
に
別
の
内
容
が
含
ま

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

[
付
記
]
小
論
は
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
•
基
盤
研
究

(
B
)

「
戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
竹
田
健
二
）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(90) 


